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天然藻場（海草・海藻）の算定式

r2

r3

r4

沈降
r1 (1-r2 -r3 )

(P/Bmax)×Bmax

P/Bmax：現存量当たりの一次生産量（隔離する炭素量）
→ 種ごとに決まっている定数

Bmax：年間で最も繁茂している時期の最大現存量
→ 現場で実測する変数

Ej：葉上の付着微細藻類や混生する他の海藻の現存量が
無視できない場合，追加的な補正を行うための係数．

→ 補正がない場合はE＝１

※

※ 吸収ポテンシャル = 対象とする海草・海藻が現存量1gあたりで貯留するCO2量
（吸収係数は単位面積当たりで貯留するCO2量）
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海藻養殖の算定式

Y：収穫された水揚げ現存量（海中から出される現存量）
C：海中に取り残す現存量（海中に残る現存量）
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・この吸収ポテンシャルに最大現存量と生態系変換係数Eを乗じることに
より，吸収係数（単位面積当たりのCO2貯留量）が求められます．

吸収ポテンシャル 吸収係数
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